











































































































































































































































































はできない。渡辺和敏氏は、6 月 21 日とい
う日付につき、吉田では同日にお札が降った
が中絶して継続的な騒動に展開しなかった、
佐藤氏による筆写ミスで実際には 7 月 21 日
のことであった、の二つを指摘し、後者であ
ろうと推測している（16）。
これに対し、田村貞雄氏は、7 月 18 日夜
に裏町十二町のひとつである萱町において、
吉田における最初のお札降りがあった、と推









棟札から、同所では慶応 3 年 7 月 20 日に最
初のお札降りがあり、さらに 8 月 18 日と続
いたことが、近年判明した（19）。
これらを整理すると、7 月 14 日に牟呂、
同月 18 日に吉田の萱町、同月 20 日に松島新





















































































































































田　　町 投　　　餅  四拾俵  金銭三百貫文


































































ないか」騒動の期間が 7 月下旬〜 8 月 5 日だっ
た、とまとめている。
　（3）「ええじゃないか」騒動の再燃
























































































































































































ついてである。同宿では、慶応 3 年 8 月 9 日
に武兵衛本陣に最初のお札降りがあり、同月









宮の森田光尋・光文親子は 8 月 20 〜 24 日に
秋葉山に参詣し（41）、「浄慈院日別雑記」によ
れば、8 月 28 日に中世古の秋葉代参か帰宅
している（42）。「その女口書」によれば、飽海
では伊勢神宮と津島天王社のお札が降った翌
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